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立腺の解剖・統計と前立腺癌の予防ならび PSAについ
て詳細に説明致しました。次いで矢野仁助教が「前立腺
肥大症の診断・治療」として、前立腺肥大症の症状・検
査法・治療法について、私は「前立腺癌の診断・治療」
として前立腺癌に対する検査法や各種治療法や治療に
伴う有害事象等について説明させて頂きました。
　2時間という限られた時間の中で、ご参加いただいた
皆様にわかりやすい内容となるように心掛けて準備を
進めて参りましたが、前立腺疾患に対する治療法は内科
的治療ならびに外科的治療を含め、日々進歩していま
す。実際に、今年度より使用可能になった新規薬剤が前
立腺肥大症では 1剤、前立腺癌では 3剤あります。それ
に伴い、説明内容も多くなってしまうため、ご理解頂け
たかどうか些か心配でありました。しかしながら、ご参
加いただいた皆様から数多くのご質問を頂戴して安心
致しました。講演の際にも話させて頂きましたが、当科
では個々の患者さんの病状や背景因子を考慮した上で、
それぞれの患者さんに最適と判断された個別化された
医療を提供出来るように心掛けております。
　今後も市民の皆様へ泌尿器疾患に対する啓発活動を続
けることで、地域の健康促進のお役に立てれば幸いです。

　本年6月に管理担当副院長に就任しました。課題は当院
一体としての進化と捉えております。
　東邦大学医療センター佐倉病院は、1991年の開院より各
診療科の増員、診療分野の充実と職員に対する院内教育・
研究カンファレンスを継続し、より高次の機能を発揮する病
院を目指してまいりました。患者数の増加に伴い、多数の専
門診療、がん診療、救急診療に対応していくため、2008年
に増床、新救急医療体制の開始、2009年に化学療法室開
設、2010年に病院機能評価認定、2011年に千葉県がん診
療協力病院認定、2014年に放射線治療装置導入と高次機
能の獲得に努めてきました。本年度は、さらに「がん診療拠
点病院」と「災害拠点病院」の申請を計画しています。これ
らは、地域の中核病院としての期待と、教育病院としての高
度医療を背景として、非常に重要な方向性と考えられます。
　国民の2人に1人が罹患する「がん」に対する医療は、「診
断と治療」という従来の観点から、「緩和・支持療法」「介護」
を包括した地域連携として捉える理解が必要となっており、
全国病院スタッフの緩和治療研修が進んでいます。災害に
ついても、30年以内の直下型M7級地震の可能性が70％と
予想される中、当地域における当院の重要性が認識されま
す。千葉県による両拠点病院の指定は当院がさらに高度な
医療技術を取得し、充実した診療を提供していくために重

要と考えられます。病院機能評価は、1995年に設立された
日本医療機能評価機構（JCQHC: Japan Council for 

Quality Health Care） により1997年に開始された事業で
す。欧米の先行する同様の事業にならい、病院活動の向上
を目的にJCQHCという第3者機関によって「病院の活動評
価」を中立な立場で行い、問題点を明らかにして改善を目的
とするものです。佐倉病院では、4年前にversion6.0を認定
され、今回5年目の更新を申請いたしました。本審査は
2015年7月で、「患者中心の医療の推進」として、病院組織
の基本的な姿勢、患者の安全確保等に向けた病院組織の
検討内容、意思決定、「良質な医療の実践」として、病院組
織としての決定された事項の診療・ケアにおける確実で安
全な実践、確実で安全な診療・ケアを実践する上で求めら
れる機能の各部門における発揮、「理念達成に向けた組織
運営」として、良質な医療を実践する上で基盤となる病院
組織の運営・管理状況が審査・評価されます。これから約1

年かけて、各領域のワーキンググループの活動と月例の領
域代表会議を中心に、佐倉病院の諸機能を一新していくこ
ととなります。
　これからも佐倉病院は、地域中核病院、教育研修病院と
して、期待に応えられる診療の充実を図ってまいります。ど
うぞよろしくお願い申し上げます。

管理担当副院長　　
岡 住  慎 一
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今年度：がん診療拠点病院・災害拠点病院申請および病院機
能評価更新計画について  管理担当副院長／岡住 慎一

　泌尿器科が 2014年 6月14日の市民公開講座を担当
致しました。当日は、梅雨の合間の五月晴れ（この場合
の「さつき」は旧暦です）と天候にも恵まれ、130名を超
える市民の皆様がご参加くださいました。我が国では高
齢化社会を迎え、男性特有の疾患である前立腺肥大症
や前立腺癌を含めた前立腺疾患が急増しております。ま
た、PSA検診が導入された自治体もあり、前立腺疾患で
外来を受診される患者さんも増加し続けている状況で
す。翌 6月15日は父の日でもあり、テーマを「お父さん
の健康を考えよう！前立腺の病気を知ろう－前立腺肥
大症・前立腺癌－」と致しました。始めに診療科責任者
である鈴木啓悦教授が「前立腺の基礎知識」として、前
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ほぼ毎月、身近な疾患や症状をテーマにした市民公開講座を企画しております。多くの方にご参加いただき、病気の予防や早期発見、
普段の生活に役立てていただければと考えております。
いずれの講座も14時から当院東棟 7階・講堂で開催いたします。詳細は、テーマごとに院内掲示およびホームページなどでご案内い
たします。お問い合わせや講演テーマのご要望がございましたら、総務課にご連絡下さい。

■ 市民公開講座スケジュール ■ 〈2014 -15年度の市民公開講座　予定〉
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入場無料
申込不要
200席

市民公開講座

2014.9.3現在

看護部　中央放射線部
放射線科

神経内科・メンタルヘルスクリニック・
脳神経外科・薬剤部・看護部・リハビリテーション部・
臨床心理士・ソーシャルワーカー

感染対策室・他

心臓血管外科

眼　科

市民公開講座を終えて
泌尿器科

講師　神 谷  直 人

放射線治療ってどんなもの？
「患者さんとのかかわり方」「放射線治療の基礎」「実際の放射線治療」

地域で考えるケアと治療
「認知症と共に歩む～診断と治療」
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へ入局いたしました。その後、現在の上司である本村　
昇先生のご指導の下で組織移植に関する基礎研究に従
事し博士号を取得いたしました。大学院卒業後はカナダ
へ留学し、心臓外科手術・心臓移植・低侵襲手術（ロボッ
ト手術）などの臨床経験を積み、帰国後は東京大学を基
盤に成人心疾患に対する外科治療（冠動脈バイパス術・
心臓弁膜症手術・心臓移植）に従事してまいりました。
近年では若手心臓外科医の育成・教育や男女共同参画
などに積極的に参加しております。一般外科医時代から
個々の患者さんと共に無理のない必要最大限の治療方
針を実現することを常に心掛けてまいりましたが、今後
も継続していきたいと存じております。また、近年では
心臓疾患（心筋梗塞・狭心症・心臓弁膜症）に対する手
術治療の長期的有効性・優位性が全世界的に認められ
るようになりました。この時代の流れに沿った外科治療
を佐倉の地でも安心して受けていただくことが出来ます
ように日々邁進し努力する所存でおります。まだまだ未
熟な部分も多くございますが、今後ともよろしくお願い
申し上げます。

　2014年 5月より外科学講座心臓血管外科　准教授の
命を賜り佐倉の地へ移ってまいりました齋藤　綾と申し
ます。小学生時代を横浜で過ごし、フェリス女学院中学・
高等学校を修了、1994年に横浜市立大学医学部を卒業
いたしました。卒業後は同大学にて臨床研修を修了し、
一般外科医としてスタートいたしました。平成初期の頃
は外科を専門とする女性医師が非常に少ない時代でし
たが、学生時代から心臓血管外科に強く興味を抱いて
いたこともあり、卒業後 8年目より本格的に心臓血管外
科を専門として修練を積むべく東京大学胸部外科教室

新任のご挨拶

医療連携だより

化に、スタッフと協力をしながら、精一杯取り組んでいく
所存です。
　当院の医療連携・患者支援センターは、医療連携室・
医療福祉相談室・看護相談室のスタッフで構成され、病
診・病病連携の推進、退院・転院の促進、検査オープン
化による高度先進医療機器の共同利用など、地域の中
核病院としての医療活動を円滑に進めるべく活動してお
り、そのチームワークは抜群です。今後はさらにこのチー
ムの輪を地域全体に広げていくことが責務であると思っ
ています。各医療機関が自身の役割を認識し、密に連携
をとることで、地域全体の医療レベルの向上にもつなが
ります。当院の役割は、近隣より紹介された患者さんに
高度かつ安全な医療を提供し、その後に逆紹介をする
ことですので、今後これをさらに徹底してまいります。
　このようなシステム作りはもちろん重要ですが、医療
連携において最も大切なのは、互いに尊重し合い、誠実
に対応をしようとする気持ちだと思います。個々の誠実
な対応なしには、どれだけ立派なシステムを構築しても
うまくいきません。「誠実さ」と「チーム力」を大切にし
て頑張ってまいりますので、皆様何卒よろしくお願い申
し上げます。

　この度、院長補佐に就任を致しました中川と申しま
す。担当は医療連携であり、当院の医療連携・患者支援
センター長を併任して任務にあたることとなりました。
私はこれまで、整形外科およびリハビリテーション部の
部長という立場で、医療連携に関わってまいりました。
近隣の整形外科の先生方や回復期リハビリテーション
病院の皆様には大変お世話になり、その重要性を痛感
しております。これからは病院を挙げて医療連携の活性

『医療連携・患者支援センター長就任挨拶
　兼　執行部就任挨拶』

心臓血管外科
准教授
齋 藤  綾

新執行部紹介

院長補佐/医療連携担当
中 川  晃 一

院長補佐/
医療安全管理担当
鈴 木  啓 悦

　約 3年半の医療連携担当から、医療安全管理担当へ異動
となりました。これまでの医療連携における皆様のご指導・
ご協力に心より感謝申し上げます。医療連携も安全管理も、
医療者として、患者さんに信頼されて、患者さんのための最適
な医療を提供するという観点では、病院にとって非常に重要
な要素であると存じます。
　大学病院としての高度医療の実践のために、これまでも
「人間はエラーをおかす」という前提に基づき、佐倉病院では
全国に誇る安全管理システムを構築して参りました。今後とも
地域に信頼される中核病院としてもより一層の医療安全管理
に努めて参りますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

事務部長
中 村  俊一郎

　この度 2014年 4月1日付で藤丸事務部長の後任として就任
いたしました、中村俊一郎と申します。東邦大学に入職以来、
主に経理・会計業務を中心に仕事をしてまいりました。2010

年 4月に法人本部財務部より経理課長として着任し、今年度
より事務部長の重責を担うこととなり、身の引き締まる思いで
す。事務部は円滑な病院運営が行えるように、また地域の皆
様に愛され信頼される病院となれるような環境づくりに注力
してまいります。そのためにやるべきことはたくさんあります
が、問題点を洗い出し、一つ一つ丁寧に実行し、病院の発展の
ために事務職員一体となって職務を遂行してまいります。今
後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

副院長/
教育担当
龍 野  一 郎

前列左より 寺口副院長/看護担当、加藤病院長、
 岡住副院長/管理・診療担当
後列左より 真坂薬剤部長、蛭田院長補佐/教育・広報担当、
 鈴木院長補佐/医療安全管理担当、
 黒木副院長/健康・衛生担当、龍野副院長/教育担当、
 中川院長補佐/医療連携担当、長尾院長補佐/診療担当、
 中村事務部長

副院長（教育担当）に就任して
－大学病院の目指す教育活動－

　日頃より、東邦大学医療センター佐倉病院の運営に御支
援・御協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。この 6月の新執
行部体制に伴って、副院長（教育担当）を拝命いたしておりま
す。私ども大学病院は一般病院と異なり、臨床に加えて教育・
研究を合わせた 3つの使命をもっています。佐倉病院は医
師・薬剤師・看護師・臨床検査技師・栄養士などを目指す学
生の臨床実習を広範囲に担当しており、医師に関しては医学
部卒後の 2年間の臨床研修も実施しております。また、職員
に対して生涯に亘る医療技術・医療安全などにかかわる教育
も定期に行っています。更に、地域住民の皆様方へ最新の医
療情報を届けるべく、月1回の市民公開講座や情報誌の発行
なども行っており、これらの機能を継続・発展させて行きた
いと思っております。引き続き、皆様のご支援・ご協力をお願
い申し上げます。


